




The Achievements and Problems of Education for Supporting to Students’ 
Project-based Learning
---Focusing on Raising the ICT Practical Use and the Presentation Skills 





［Abstract］ In this research, we discussed, in our university, a method of educating and support-
ing students' learning of ICT, the information utilization ability and project activity through the 
region cooperation activity. First, the several educational cases which PBL and a project practice 
are performed in other universities, were introduced. Second, we focused on students' activity 
contents and the skills of writing and presentation for which ICT was utilized, in each the outside 
independent or the inside dependent classroom. As future's view, the effective project activity in 


















付けたいという動機づけが高まった。活動の成果として、2010 年 11 月、経済産業省主催の「社













の大学で、PBL（Project-Based Learning または、Problem-Based Learning）といわれる課題解決力・
実践力育成主体の授業が実施されている（次の 2.1 で詳述）が、この科目もこの範疇に含まれる。
さらに、この科目の特徴として、筆者らは教育工学の分野で授業改善研究を行ってきたこともあ




域連携を主体としたプロジェクト活動の支援や指導において、特に、今年度 (2014 年度 ) を中心
















































公益財団法人 関西盲導犬協会）など、すでに 17 プロジェクトが選定されている。
（詳細は、http://pbs.doshisha.ac.jp/theme/2015/results.html にて）
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②公立はこだて未来大学　情報科学部 2 学科共通・プロジェクト学習
 http://www.fun.ac.jp/edu_career/project_learning/　より
2014 年 10 月 29〜30 日、筆者（久東）は、富士通私立大学キャンパスシステム研究会の「プロ
ジェクト学習」がテーマの第一分科会に参加し、公立はこだて未来大学を視察した。この大学は、
複雑系科学科、情報アーキテクチャ学科の 2 学科をもつシステム情報科学部のみの単科大学で、


















































には、各教員の Project の成果発表会が実施されるのだが、今年度は 2014 年 12 月 21 日に実施さ





摩区役所地域振興課の計らいで、2012 年 7 月、「ICT 活用とプロジェクト演習」の学生を中心に「3
大学交流会」を本学部で開催しており、今後、近隣の大学連携も視野に入れると良いと考える。
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図 1	専修大学	演習科目「プロジェクト」で学生作成の各プロジェクトの成果Web の例（2014）
④山形大学　FD ネットワーク“つばさ”プロジェクト　連携主体的学習
 http://www.yamagata-u.ac.jp/gp/tsubasa-p2012/gaiyo.html （図 2）より
図 2		山形大学の「FDネットワーク“つばさ”プロジェクト」のWeb
山形大学は、2012 年度から 5 年計画で文部科学省選定事業である「東日本広域の大学間連携に
よる教育の質保証・向上システムの構築」を進めている。この取組には、本学を含め東日本 19 大学・





ことになり、2014 年 8月 19日〜 22日、本学西生田キャンパスが所在する川崎市内全域にわたる
視察・研修を行う「かわさき WS」を企画・実施した（久東・星名・小山 , 2014）。かわさき WS
には、本学を含め東日本 8 大学・短期大学より 22 名（男子 6 名、女子 16 名）の学生が参加したが、
本学ではサクラボの学生 8 名が活動の一環として参加し、この WS の企画や事前準備、川崎市内
の各所で事前研修を行った。また、同じ 8 月に行われた北海道の阿寒と平取の WS にも、本学よ
り 5 名の学生が参加した。これまでのこの取組への本学の参加状況を表 1 に示す。なお、山形大
学など連携校のうち数校はこの体験学習を単位化しているが、本学では単位化していない。
表 1　FDネットワーク“つばさ”プロジェクトへの本学の参加状況
年度 開催内容・場所 参加学生 引率教職員
2012年度 学生FD研修 山形大学 3 1
2013年度
大地連携WS 山形・金山町 2 4
学生FD研修 岡山大学 3 2
2014年度
大地連携WS 北海道・阿寒 3 1
大地連携WS 北海道・平取 2 1
















http://www.wakuwaku-catch.com/ 社会人基礎力 / 社会人基礎力を育成する授業 30 選 /
３　本学プロジェクト活動の報告と成果（2014年度）
～自主的活動「サクラボ」と演習授業より～
2013 年度は、サクラボの活動はほとんど休止状態であった。2013 年 12 月に説明会を実施し、
2014 年 4 月の時点で、各学年、各学科にわたり約 25 名の学生が参加した。ランチミーティング
やメールによる情報共有、教員の個別対応で活動を進めた。表 2 に 2014 年度の活動内容を示す。
最も大きな活動の機会は、「２章④山形大学」の取組の項で述べたように「FD ネットワーク“つ
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ばさ”プロジェクト」文部科学省選定事業の中の「連携主体的学習」の一環で「大地連携ワーク






成し精力的に練習も行い、4 日目の最終日の成果発表会では、しっかり発表を行った（図 3 参照）。
「ICT 活用とプロジェクト演習」の授業の 2014 年度活動内容の詳細は、星名・久東 (2015) に
詳述したので参照されたい。


























報 C」の 3 種の教科書が作られた。その後、学習指導要領改訂が検討され、教科書が「社会と情報」










「ICT 活用とプロジェクト演習」の履修学生に、3 年にわたり授業 1 回目に実施した調査で基
本的な 4 種のソフトの操作技能の習得感について 3 件法で自己評価させたところ、表 3 に示すよ
うな結果が得られた。「3. かなり使いこなせる」比率は、全体に徐々に増加傾向にあるが、50 〜





表 3	第 1 回授業における基本情報技術の習得感の自己評価結果（2012 〜 2014 年度）
年度 情報技術
1.まったくできない 2.基本的なことはできる 3.かなり使いこなせる 回答
人数人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
2012
ネット検索 0 0.0% 30 83.3% 6 16.7%
36
Word 3 8.3% 29 80.6% 4 11.1%
Excel 9 25.0% 26 72.2% 1 2.8%
PowerPoint 3 8.3% 33 91.7% 0 0.0%
2013
ネット検索 1 4.5% 16 72.7% 5 22.7%
22
Word 1 4.5% 20 90.9% 1 4.5%
Excel 10 45.5% 12 54.5% 0 0.0%
PowerPoint 7 31.8% 14 63.6% 1 4.5%
2014
ネット検索 0 0.0% 12 54.5% 8 36.4%
20
Word 1 4.5% 15 68.2% 4 18.2%
Excel 5 22.7% 13 59.1% 2 9.1%
PowerPoint 3 13.6% 14 63.6% 3 13.6%
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する教材や指導法については継続して検討を行っている（久東・星名 , 2014）。さらに、Adobe の
























計画を立て、課題内容を県とするために、図 5 に示すようにプロジェクト活動を 3 つの分野
（Management, Action, Presentation）に分け、これら 3 分野を指導目標の柱とした授業の指導計画






































































向（久東・星名 , 2014）と、星名が主体となり Action の分野である「チーム活動技能」に焦点化し
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